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＜ワクチンの効果を十分に発揮させる方法＞
・周産期における母豚の感染を防ぐ。
・農場内へのウイルス侵入の防止。
・作業人員の導線の見直し。
・下痢発症豚の排除・消毒によるウイルス量の低下。
・導入豚のワクチン歴の確認・検疫体制の徹底。
・分娩毎のワクチンの２回接種。

ワクチンによる免疫効果を十分に発揮させるために
～防疫上、ワクチンの使用は重要な対策の1つです～

＜消毒によるウイルス量の低下＞

＜大量のウイルスの存在＞

＜ワクチン接種方法＞
・母豚用ワクチンです。
・このワクチンは妊娠豚に接種し、分娩後に乳を飲ませることにより、ほ乳豚の
ＰＥＤ発症を軽くすることが可能です。

・ワクチンにより免疫された母豚をウイルスから防御するものではありません。

＜接種例＞ 1回目 ２回目 分娩予定日

分娩予定
５～１０週間前

分娩予定
２週間前
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